
木星を見よう！

2019シーズン （2019 Apparition）
へびつかい座

赤緯－22°高度33°

視直径 46秒

12月27日合

9月8日東矩

6月10日衝
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観測シーズン（Apparition）とは？
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観測できない
（2～3ヵ月）

� 地球と木星の会合周期は約13ヵ月。
� このうち、木星が太陽方向に位置して

観測できない期間を除いた10～11ヵ
月を観測シーズン（Apparition）と呼ぶ。
今シーズンは1月～11月。

� 今年の衝は6月10日。衝の前後は観
測の好機、その理由は、

�視直径が大きい（地球に近い）
�夜通し観測可能
�高度が高い（真夜中に南中）

東 南

日の出前の東の低
い空に見える。早起
きして観測。シーズ
ン一番乗りで観測し
た人はエラい。

東 南
夜半に昇り、日の出
に南中。夜明け前に
観測。皆、寝静まっ
て落着いて観測でき
るが、体はツラい。

南
夜通し見える。南中
する夜半前後に観
測。木星も大きく良
い観測ができる。

公転周期： 地球 1年
木星 12年

会合周期： 398日（1年1ヵ月）

南 西

日没に南中、夜半に
沈む。夕方に観測。
生活時間帯と重なる
ので、邪魔が入りや
すい。

西南

日没直後に西空低
く見える。仕事や学
校がある平日は観
測が難しい。



木星はいつ見える？

� 今年の木星は最南のいて座にあるため高度が低く、観測可能な時間は短い。衝
の頃でも5時間程度で、冬に衝となるシーズンの約6割。

� シーズン後半は、2度の雨季（梅雨と秋の長雨）の影響をいけるが、その間の梅
雨明けから東矩までの間は、夏場の好シーイングが期待できる。
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